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1.はじめに 

近年，コンクリート構造物(PC・RC)の早期劣化が

顕在化し，社会問題になっている．特に飛沫帯付近の

塩害環境下にある構造物にその傾向が顕著に認めら

れる．コンクリート構造物の早期劣化の一因は，内部

鉄筋の腐食であると考えられる．腐食した内部鉄筋

の補強として，炭素繊維補強材を用いるケースが多

い．しかし，現在の設計手法では内部鉄筋を降伏させ

ないように補強量を選定するため，補強量が過大に

なる傾向がある． 
そこで著者らは「Super－CFRP ロッド」(以下，

SCF ロッド)と呼ばれる，連続炭素繊維を自動配筋ロ

ボットによりロッド上に束ね，熱硬化型樹脂により

硬化した材料を開発した．この SCF ロッドをコンク

リート構造物の内部鉄筋と置き換える「Super－
CFRP 工法」(以下，SCF 工法)を開発中である 1)．

SCF ロッドの製作工程において，写真－1 に示すよ

うな U 型部が発生するため，SCF 工法では，この U
型部を継手及び PC 部材の定着部に応用することも

検討中である． 
SCF 工法では，炭素繊維を鋼材として用いるため，

腐食によるコンクリート構造物の早期劣化が生じる

ことは無い．また，コンクリート部材の厚さを薄くす

ることが出来，かつ軽量化が図れる等，様々な利点が

あると考える．しかし，SCF ロッドは連続炭素繊維

を束ねたものであるため，脆性破壊を呈する，熱に弱

い等の問題点がある．そのため SCF 工法の適用範囲

が限定される． 
また，SCF ロッドを既存の設計仕様に適用させる

ためには，適切な許容応力を設定する必要がある．そ

こで，本研究では SCF ロッドの性質を確認する目的

で，SCF ロッドの引張試験を実施し，その結果を基

に付着強度試験及び継手試験を実施した． 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

2.試験概要 

2.1 供試体 

供試体の母材となる SCF ロッドは，φ6.2(20 巻)
とした．これは，φ6.2 が異形鉄筋の D13 相当にな

り，最も汎用性に富むと判断したためである．表－1

に使用する炭素繊維の規格を，表－2 に SCF ロッド

の仕様をそれぞれ示す． 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.2 付着強度試験 

 『JSCE－E539(引抜き試験による連続繊維補強材

とコンクリートとの付着強度試験方法(案))』2)に基づ

き，コンクリートブロックに直径の 4 倍を付着長と

して埋め込み引抜き試験を実施した．また，異形鉄筋

との比較をするため，SD295 D6 鉄筋についても同

様に試験を実施した．供試体数は各 3 体とした．図

－1に供試体を示す． 
2.3 継手試験 

SCF ロッドの U 型部を用いて，機械式継手により

継手部を製作し，『JSCE－E531(連続繊維補強材の 
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表－1 炭素繊維規格 

表－2 SCFロッド仕様 

  

写真－1 SCFロッド(左：全景，右：U 型部接写) 
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引張試験方法(案))』2)に基づき，引張試験を実施した．

供試体数は 3 体とした．図－2に供試体を示す．  

3.試験結果 

3.1 付着強度試験結果 

 試験結果を表－3 に示す．表より，SCF ロッドは

異形鉄筋と同程度の付着強度を示した．しかし試験

結果にバラツキが見られた．これは SCF ロッドの表

面にある凹凸が影響していると考えられる．SCF ロ

ッドの品質を一定にするため，SCF ロッドの製作過

程に改良を施すことを検討する必要がある． 
3.2 継手試験結果 

試験結果を表－4に示す．表より，最大荷重が SCF
ロッドの引張荷重と同程度であったことから，破壊

形態は全て母材破断と判断した．よって，U 型部を

用いた機械式継手方法は妥当であることがわかった．

なお，試験後に機械式継手部を切断し，内部を確認し

た．写真－2に切断部を示す．写真より機械式継手内

部に充填材が充填されていることが認められたこと

より，U 型部に支圧力が作用し，母材以上の引張力

に耐え得るものと推定される．今後は支圧力に関し

て FEM 解析を実施する予定である． 
4.まとめ 

本研究では，SCF ロッドの性質に関する基礎的研

究として，引張強度，付着強度及び継手方法に関する

試験を実施した．その結果を以下に示す． 
 1) 付着強度は異形鉄筋と同程度である．ただし，

SCF ロッド表面の凹凸に関して品質を一定に

する工夫が必要である． 
2) 機械式継手に関しては，母材破断となったこ

とから，U 型部を用いた継手方法の妥当性が示

された．今後は継手部の支圧力に関する解析を

実施する予定である． 
これらの試験結果より，耐アルカリ性等の化学的

耐久性及びリラクセーション試験等の力学的耐久性

に関して試験を実施し，SCF 工法の確立を目指す． 
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図－2 継手試験供試体 

(a)供試体全景 
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(b)継手部詳細 

表－3 付着強度試験結果 

表－4 継手試験結果 

図－1 付着強度試験供試体 

写真－2 継手部切断(左：全景、右：U 型部接写) 
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